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１.障害福祉サービス等における横断的な改定事項１．災害リスク及び水防法・土砂災害防止法



１．災害リスク及び水防法・土砂災害防止法

○ グループホーム楽ん楽んでは、逃げ遅れにより利用者９名が亡くなる被害が発生
しました。
○ 施設の職員は、避難準備情報（現在：高齢者等避難）が発令されたことを知ってい
ましたが、避難に時間がかかる高齢者が避難を始めるタイミングとは認識していませ
んでした。
○ 施設は普段から避難訓練を実施していましたが、水害は想定していませんでした。



令和５年９月８日

いわき市に接近した

台風第13号による水害被害

１．災害リスク及び水防法・土砂災害防止法



令和５年９月８日

いわき市に接近した

台風第13号による土砂災害

１．災害リスク及び水防法・土砂災害防止法



災害が起こりやすい地域

浸水想定区域

土砂災害想定区域

１．災害リスク及び水防法・土砂災害防止法



浸水想定区域とは？

洪水浸水想定区域 ➡ 川からの氾濫

高潮浸水想定区域 ➡ 海からの越波

雨水出水浸水想定区域 ➡ マンホール等からの

内水の氾濫

１．災害リスク及び水防法・土砂災害防止法



１．災害リスク及び水防法・土砂災害防止法



１．災害リスク及び水防法・土砂災害防止法



１．災害リスク及び水防法・土砂災害防止法



１．災害リスク及び水防法・土砂災害防止法

【水防法】昭和24年
洪水又は高潮に際して、水災を警戒、
防御し、これによる被害の軽減を
することで公共の安全を保持することを
目的として施行

【土砂災害防止法】平成12年
土砂災害から国民の生命及び身体を
保護するため、土砂災害の防止のための
対策の推進を図り、公共の福祉の確保に
資することを目的として施行

災害対策基本法等の一部を改正する法律 令和３年５月施行

水防法等の一部を改正する法律 平成29年６月施行

浸水想定区域内及び土砂災害区域内の
要配慮者利用施設に避難確保計画の作成とその計画に基づく訓練報告が義務化



１．災害リスク及び水防法・土砂災害防止法

洪水及び土砂災害のリスクが高い区域にある
要配慮者施設の管理者等に対し、
避難確保計画の作成、避難訓練報告の義務化をし
利用者の確実な避難確保を図ることとする。

当該計画を作成しない場合には
市町村長が作成の指示を行い、
正当な理由がなく、これに従わない場合は
その旨を公表することができる。



１.障害福祉サービス等における横断的な改定事項２．計画作成方法



２．計画作成方法



２．計画作成方法



２．計画作成方法

平日と休日、昼間と夜間の利用者数と従業員
数を分けて記入してください。



２．計画作成方法

☑どの災害に該当するか確認

☑浸水深、浸水継続時間を確認



２．計画作成方法

☑家屋倒壊等氾濫想定区域に
該当するかを確認



２．計画作成方法

洪水浸水想定区域（洪水）

雨水出水浸水想定区域（雨水出水）

高潮浸水想定区域（高潮）

津波災害警戒区域（津波）

土砂災害警戒区域

いわき市 洪水ハザードマップ

いわき市に該当なし

いわき市 浸水（内水）ハザードマップ

いわき市 津波災害ハザードマップ

いわき市 土砂災害警戒区域

河川課

下水道事業課

災害対策課

災害対策課



２．計画作成方法

○ 限られた時間に施設利用者の避難を完了するためには、施設職員の
役割分担を適切に定めておく必要があります。

職員一人一人が担当する内容を把握し、いざというときに対応できるようにしましょう！

③利用者の避難支援を担当する
「避難誘導班」

④避難に必要な設備や装備品等を
点検し準備する「装備品等準備班」

①全体を指揮する
「統括指揮者」

②情報収集や伝達を担当する
「情報連絡班」



２．計画作成方法

☑配置人数や責任者を確認



２．計画作成方法

☑避難に要する時間を考慮して、
人数を決定



２．計画作成方法

☑職員の参集が困難になることも
想定し、早めに避難支援員を確保



２．計画作成方法

☑必要に応じて避難支援
協力者を定める

☑避難支援協力者要請の
タイミングを確認



２．計画作成方法

☑事前休業の実施基準を確認



２．計画作成方法

○ 防災気象情報や避難情報は、防災体制の確立や避難開始の判断を
するために必要なものです。

○ 収集する情報の内容や入手方法、伝達する情報の内容と伝達先を
あらかじめ決めて確認しておきましょう。

種類 名称

台風等の情
報

■週間天気予報、天気予報
■台風情報
■早期注意情報

雨の情報 ■大雨注意報、洪水注意報
■大雨警報、洪水警報
■土砂災害警報情報
■大雨特別警報
■洪水短時間雨量予測
■キキクル（危険度分布）

河川の情報 ■氾濫注意情報
■氾濫警戒情報
■氾濫危険情報

避難の情報 ■警戒レベル３（高齢者避難）
■警戒レベル４（避難指示）
■警戒レベル５（緊急安全確保）

大雨になる前に
避難誘導半を
参集しよう

情報収集 情報伝達



２．計画作成方法

☑災害リスクごとに収集すべき情報、
入手先を確認

☑伝達内容、伝達先等を確認



２．計画作成方法

以下の警戒区域にある場合
・津波
・土砂災害
・家屋倒壊等氾濫想定区域

○ 施設利用者の安全を確保するためには、避難先を適切に定める必要があります。



２．計画作成方法

○ 避難開始のタイミングも適切に定める
必要があります。

○ 避難開始は、原則として、市町村から
警戒レベル３高齢者等避難が発令された
時です。ただし、利用者全員の避難完了ま
でに多くの時間を要する場合は、この発令
を待つことなく早めに避難を開始すること
が必要です。



２．計画作成方法

☑安全な場所か、利用者をケアでき
るか確認
☑複数の避難先を選定

☑避難方法や避難に要する時
間を確認

☑避難開始のタイミングを確認



２．計画作成方法

☑避難経路の災害リスクや
交通途絶等の可能性を確認



２．計画作成方法

○ 施設利用者の迅速かつ安全な避難支援を実現するためには、避難に必要な設備
や備蓄品を適切に確保・点検しておく必要があります。



２．計画作成方法

☑避難に必要な設備を確保しているか確認



２．計画作成方法

☑情報収集に必要な機器や複数の手段を確保しているか確認

☑避難誘導に必要な機材を確保しているか確認

☑避難先で必要な食料等を確保しているか確認



２．計画作成方法

○ 施設職員に防災知識を習得させるには、普段から計画的に防災教育を実施する
ことが必要です。

○ また、原則として、年に１回以上避難訓練を実施して、情報伝達や避難支援に要
する人数、避難に要する時間、避難先や避難経路の安全性を確認してください。

○ 避難訓練には立ち退き避難訓練以外に、屋内安全確保訓練、図上訓練や避難経
路等を確認する訓練など様々な訓練があります。利用者の負担を考慮し、適切な訓練
を実施してください。



２．計画作成方法

☑防災情報や訓練の実施頻度を確認



２．計画作成方法

☑訓練の種類を具体的に定めているか確認



２．計画作成方法

☑訓練の振り返り等について定めているか確認



２．計画作成方法

☑責任者や業務内容・活動範囲が明確か確認



２．計画作成方法



２．計画作成方法



２．計画作成方法

●提出先：いわき市障がい福祉課

●提出方法：電子メール（shogaifukushi@city.iwaki.lg.jp）

●提出物・避難確保計画 １部
・避難確保計画作成（変更）報告書 １部
・避難確保計画チェックリスト １部

※避難確保計画の作成が必要な施設については、新規指定時に必要書
類として提出をいただいていますので、基本的に計画の変更の報告のみ
となっております。

mailto:shogaifukushi@city.iwaki.lg.jp


１.障害福祉サービス等における横断的な改定事項３．避難訓練の実施



３．避難訓練の実施

○ 原則年１回以上の訓練実施をお願いします。
※訓練内容は各施設の状況に合わせ自由に設定ください。
【訓練例】

・図上訓練 ・情報収集、情報伝達訓練 ・避難経路等の確
認訓練

○ 訓練を実施した際は、「避難訓練実施結果報告書」によ
り市へのご報告をお願いします。

○ 避難訓練により明らかとなった課題等を踏まえ、円滑な
避難の実効性を高めるために、避難確保計画の見直しをお
願いします。

●提出先：いわき市障がい福祉課
●提出方法：電子メール（shogaifukushi@city.iwaki.lg.jp）
●報告期限：実施後１か月以内

mailto:shogaifukushi@city.iwaki.lg.jp


３．避難訓練の実施



おわりに

○ 避難確保計画は作成して終わりではなく、常に避難訓練や防災教育を繰り返しな
がら改良していく必要があります。
○ 避難の実効性を高めていくために、避難訓練等を通じてPDCAサイクルを回し、避
難確保計画の内容の充実と防災体制等の充実に努めてください。


